








































る状態では､ A型インフルエンザウイルスは58%以上､ B型インフルエンザウイルスは77%以上､ C
型インフルエンザウイルスは81%以上と高い生存率であった.一方､ウイルス液滴が完全に乾燥した
状態では､各ウイルスの生存率は30%以下であった｡同じ蒸発程度ならば､温度がウイルス生存率に
影響を与えており､より低温環境下での生存率のほうが高い傾向を示した｡また､ほぼ乾燥してい
るが僅かに湿り気のあるウイルス液滴の場合でも､ウイルス生存率は比較的高い値であった｡A型､
B型､ C型インフルエンザウイルス間において､温度および相対湿度とウイルス生存率の関係に相
違は認められなかった｡考察:本研究結果から､固体表面上のインフルエンザウイルスの生存率は､
ウイルス液滴の蒸発程度に強く相関していることが示唆された｡落下飛沫中のインフルエンザウイ
ルス活性は､落下飛沫の蒸発程度により変化し､高い相対湿度､低い温度の環境下において最も長
く維持されるものと考えられた｡
-253-
【所定様式⑱No.1】大学院の課程による者(課程博･医学)
審　査　結　果　の　要　旨
博士論文題名
所属専攻･分野名 耳鼻咽喉
氏名
本論文では､咳やくしゃみで排出され環境中に落下した飛沫粒子(落下飛沫)を想定したモデルを考案し､
それらに含まれるインフルエンザウイルスの種々の温度､湿度環境下における経時的活性変化について解析を
行っている;
インフルエンザウイルスを含む微量の液滴をプラスチックシャーレ上に滴下し目的環境下で放置､その後経
過時間毎にウイルスを回収し､プラーク法を用いて残存するウイルス感染価を測定しウイルス生存率を算出す
ることで､残存ウイルス活性を定量している｡環境条件は､低､中､高の温度､相対湿度の組み合わせ計9
通りで､実験の全過程を厳密に設定された各条件下で行っている｡インフルエンザウイルスはインフルエンザ
ウイルスA/Aichi/2/68 (H3N2)､インフルエンザウイルス　B/be/40､インフルエンザウイルス
C/AnnArbor/1/50の3株を用いている｡
ウイルス液滴が蒸発せず液滴の形態が保たれている状態では､ A型インフルエンザウイルスは58%以上､ ち
型インフルエンザウイルスは77%以上､ C型インフルエンザウイルスは81%以上と高い生存率であった｡一
方､ウイルス液滴が完全に乾燥した状態では､各ウイルスの生存率は30%以下であった｡同じ蒸発程度なら
ば､温度がウイルス生存率に影響を与えており､より低温環境下での生存率のほうが高い傾向を示した｡A型､
B型､ C型インフルエンザウイルス間において､温度および相対湿度とウイルス生存率の関係に相違は認めら
れなかった｡これらの結果より､落下飛沫中のインフルエンザウイルス活性は､落下飛沫の蒸発程度により変
化し､高い相対湿度､低い温度の環境下において最も長く維持されるものと考えられた｡
患者から排出され環境表面上に落下した分泌液中のインフルエンザウイルスが手指を介した感染を引き起
こす感染源であると言われているが､落下した分泌液中のインフルエンザウイルス活性について現在まで十分
な検討は行われていない｡過去の研究報告は､微量の落下飛沫を想定したモデルになっておらず､厳密な温度､
湿度管理といった環境条件の設定の面も不十分なものでしかなく､現実とは大きな隔たりがある条件設定であ
るo　しかし､一般に推奨されている手洗い､うがい等の感染対策はこれらの実験結果を想拠としているo本論
文は､過去の研究報告で不十分であった環境条件や環境表面上のウイルス設置条件を実際の状況に即して厳密
に設定し解析を行っており､その実験結果は従来のインフルエンザ対策の意義に一石を投じるものとなってい
る｡
よっそ,本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認める｡
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